




提とされてきたのが、永観が三論僧であり、その往生思想は三論系の浄土往生思想であるとされてきたことである。しかしながら、その前提は本当に正しいの ろうか。本稿では、これまでの研究において、永観の往生思想の、 らにはそ 念仏行の中心のつである法身同体、その構成において重要な位置を占めるとされてきた、三論教学の影響、特に切空思想について、ど ような影響 あるのかを改めて考察してみたいと思う。
二 　永観における三論教学の影響
先ず最初に、確認しておくべき点は、永観が古来より三論僧と位置づ
けられてきたことである。筆者は、学位請求論文において、永観の真言僧としての面からの考察を主眼において主に研究を進めた。ただし筆者も、学位請求論文では真言僧としての面を強調 、真言僧の面からの考察を中心に行っ が、決して三論僧としての立場を完全 否定するわけではない。以下になぜ永観が三論僧と位置づけられ きた か、まとめてみた。

般的に永観は、若い頃東大寺東南院におり、史料においても東大寺東





























































引用していることなどからも、永観の往生思想に三論宗の影響が指摘されている。さらに永観の三論教学の影響 最も大きな点とされるのは、『往生拾因』における念仏行の中心と位置づけられる第九因法身同体であろう。先行研究においては、 における切諸法無自性空 思想が、法身同体思想の中心的なも として理解されてきた。
たとえば明山安雄氏は、永観が三昧発得、法身同体観を説いているこ
とを挙げて、





















































































































記の引用など、 『中論』の影響等から考えれば、この法身同体における切諸法無自性空には三 教学の影響も と捉 べき あろう。ゆえに、法身同体の中身は、確かに大谷氏が述べ よう ある意味で三論教学 おける体空観でもあったといえるのであり、三論教学も 法身同体の思想を形成する重要な要素であることに変わりはない。
しかし法身同体の冒頭に引用された『無量寿経』にも見られるように
切諸法無自性空無我という 思想は、様々な経論にお て説 れる通仏教的な基礎的な である。確かに三論教学にお て空思想は強調されるが、三論教学のみにおいて空思想が説かれるわけではない。つま
厳密な意味で法身同体に認められる三論教学は、 法身を意味する『中論』における八不の（特に不生）のみであ 。つまり切諸法無自性空無我の思想が法身同体において説かれるとはいえ、その空思想は、三論教学というよりは、通仏教的なものであり、その通仏教的な の部に三論教学が含まれているとみるのが妥当ではないかと考えられる。
では、三論教学の影響を含めた空思想とは、法身同体思想の中でいか
なる位置づけにあるといえ のだろうか。ここで考えた のは、法身との関連である。すなわち『往生拾因』の おいて、 法身とは『大乗起信論』などの如来蔵思想を中心に説かれている。加えて『中論』の不生と、この三論教学を含めた切諸法無自性空無我の思想も間違 なく、その法身観 構成の翼を荷って る。だがむしろこ 三論教学影響とは、法身を示すというよりも、法身の性質に切諸法無自性空無我という意味を加えることによって、むしろ同体と う面をより強調しているのではないか 考えられる。
すなわち法身が、無自性空という性質を持っているが故に、さらには
法身も含めた切の諸法が、空であり無自性である 故に、衆生 法身と、如来の法身が不二 存在であり、 の二つが同体であるということをより明確に表しているのではないだろうか。つまり凡夫 法身 、悟りを開いた如来の法身が不二 ある 理由は、
切の諸法が空であり、




本来不二であり、その故に法身の同体を観ずることができ、それによって極楽浄土への往生を得ることが出来る。その弥陀の法身と衆生が同体となるという、 理論面での中核 して 面が強いのではないかといえる。そしてその故に、法身同体観 内容そのも にも繋がるのではないかと考えている。
すなわち法身同体は、あくまでも称名念仏行による極楽往生が中心と




















るがゆえに、その往生思想には三論 があり、その最も影響を受けた部分が、法身同体に説かれる空思想であったと考えられてきた。そこには真言密教 影響や、 『大乗起信 』を始めとする様々な諸経論が引用されな らも、三論教学 おける切空思想を中心に 法身同体思想は構築 ものであるとされてきた。こ は、永観研究のいわば前提となっている。
さらに永観の研究では、この法身同体が説かれることが三論の思想の
枠を出ていないという との大きな要因 して挙げら 。しかしもし切諸法無自性空というこの永観の法身同体の中核をなす思想が、三論教学を中心とした思想で なく、 『無量寿経』 浄土往生 を説く経典も含めた通仏教的な意味であ ば、この法身同体が三論的な思想であるという視点、つまりは永観の往生思想 位置づけ 、最も根幹となる部分を見直す必要があるのではな かと考えられるのである。
またさらに重要な点は、前述したように、多くの古い史料にも記され










られるとされ、これまで、特に三論教学における空思想を中心に構成されていると考えられていた『往生拾因』第九法身同体 は、その切諸法無自性空無我の思想を説く めに永観が引用している経論 三論系の論書でなく、むしろそ 以外の 無量寿経 や『華厳経』 、空海の『最




きり分かるのは二箇所 み）ことなども合わせて、切諸法無自性空というこの永観の法身同体の、さらには往生思想の中核をなす 、三論教学を中心とした思想ではなく 『無量寿経』という浄土往生 を説く経典も含めた通仏教的なものであるといえる。そして、永観がそもそも三論僧であると理解するその視点が 面的 も であり たとえばその生涯や、それを取り巻く様々な要因から、永観 真言僧であると見ることもできるのである。
そしてこれらの点から、法身同体、さらには永観の往生思想が、三論
的な思想であるという視点、加えて が三論僧であるという視点、つまりはこれま 行われて た先行研究におけ 、永観の往生思想の位置づけの、最も根幹となる部分を見直す必要がある では いかと考えられるのである。
今回そこまで考察することができなかったため、今後の課題となって




（（）『群書類従』第四輯五八五頁上（（）『大正蔵』八四巻九四頁上（（）『浄土宗全書 十五 三 下（（）井上光貞 日本浄土教成立史の研究』四〇七～四二

頁。
九七五。山川出版社（（）白井元成「 往生拾因』と永観の念仏」親鸞教学六八号四頁九九六また中国においても三論と浄土往生思想 関係は既に見られるのであり、 『無量寿経優婆提舎願生偈註 （ 『往生論註』 ）を書いた曇鸞















等が撰述された平安時代中期と、法然、親鸞による浄土宗、浄土真宗の開宗に至る鎌倉時代初期、その中間にあたる平安時代後期に永観が活躍したというその時代的な背景と、さらには著作における善導の『観無量寿経疏』 「散善義、就行立信釈」の引用などから 法然 先駆する南都三論宗の浄土往生信仰者として位置づけられるのが般的であった。その先行研究において考察されてき 部分も参照しつつ、当時の社会的な背景も考慮に入れながら、 生涯や往生思想を考察することにより、永観の生涯、さらには永観の往生思想の新たな面を見出することが当論文の主旨である。
まず第章において、永観の生涯を伝記、史料、先行研究等を中心に
考察を行った。ただ永観の生涯 つ は、既に先行研究によってかなりの部分が明らかになっているため、生涯 ついては、第節において、幾つか 点を除いて、先行研究を参照しつつ、要点をま めることみに留めた。むしろこの第章 中心は、第二節において 特にこれまで指摘されてきたような南都三論僧としての永観ではなく 真言僧としての永観に焦点をあてたことにある。 現存する の著作や様々な史料、寺院、人物、著作、先行研究の各要因から永観が真言僧であると う位置づけを明確にした。
他にも真言僧永観という点のみならず、 『元亨釈書』や『扶桑隠逸伝』
など幾つかの伝記に表れる教誨師として 面に焦点を当て、そ 記される内容から、活動などを考察し 教誨師永観という位置づけを行った。
以上が第章の内容であり、基本は、永観の生涯をまとめつつ、真言僧という位置づけを明確にすることに主眼を置いた。
第二章においては、第章における考察で導き出された、真言僧永観
という点を基本に置きつつ、永観の往生思想における、滅罪、菩提心、仏身観、臨終行義、真言陀羅尼読誦といった点を考察し さらにこれらの考察を通じて、永観の往生思想における真言密教の影響を考察し 真言密教の影響をより深く検討した。その結果として、滅罪や菩提心などを検討した中では 共に密教の中でも特に阿字 影響が大きく、阿字観や『大日経疏』に関連する、自性清浄心や浄菩提心といった点が密教的影響として挙げられる。
またこの密教の影響の考察は、その内容から必然的に『往生拾因』第











いては、永観が真言僧であるということを明確には出来たものの、筆者が予想していたほど密教の影響を探ることができなかった。反面予想していなかった『大乗起信論』 や、 三論教学の影響の再検討、 「心」の定義など新たな視点を指摘することができた。主要な点以外にも、多くの新たな点を指摘すること できたが、同時に未解決の問題やさらに考察を必要とする部分も多く残り、今後さらに永観 ついて考察を加えていく必要があると考えている。
